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-H
た
大
正
時
代
。
教
育
に
つ
い
て
曾
か
れ

一
を
取
り
入
れ
た
ら
と
の
よ
っ
に
変
ね
る
一
私
学
の
存
在
を
認
め
、
数
育
史
の
中
で
一
っ
て
、
家
族
外
の
役
割
宇
鼻
持
つ
女
性
は
一
一に
す
る
社
会
階
層
論
に
し
て
も
、
単
位
一
た
と
-
一
冨
う
。
男
性
中
心
の
こ
の
考
え
方
一
一
は
女
の
雪
デ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

霊

中
棄

さ
ん
(
日
妻
子
大
学
)
同
日
…
議
文
に
も
女
子
警
に
つ
い
て
は
こ
か
|
明
治
以
来
、
明
子
対
象
に
発
布

一
の
私
学
妥
聖
書
し
、
官

・
公
学
一
特
別
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
る
と
。
一
は
家
族
で
あ
り
、
そ
の
位
置
付
け
を
す
一
で
室
然
、
も
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
吉
文
化
の
菱
重
委
え
て
い
か

一
本
警
史
に
お
け
る
女
性
」

、
最
依
…
つ
も
な
い
。
筆
者
に
問
う
と
気
が
つ
か
一
員
長
々
な
雲
が
、
国
家
警
の

一校
中
心
の
歓
喜

で

な

く

、

私

学

喜

一

一

る

も

の

は

、

家

族

の

中

に

い

る

男

性

の

一
「
し
か
も
、
こ
の
研
究
宅
と
に
、
石
く
て
停
よ
と
い
品
沢
さ
ん
は
、

鶴

子
さ
ん
(
上
智
大
学
)
「
社
会
学
吉
フ
…
な
か
っ
た
と
い
う
、
明
か
む
し
い
乙
と
一
体
制
毒
立
し
て
・
左
足
、
乙
包

一景
に
入
れ
な
が
事
え
て
い
く
。

一

家

の

外

の

女

は

異

種

と

石
議
選
や
職
業
が
中
心
有
毒
一
社
会
政
策
が
つ
く
ら
れ
る
と
す
る
久
一
在
学
は
需
安
性
解
放
運
航
か
ら

盟

ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」

、
襲
撃
さ
ん
(
東
…
だ
と
事
さ
ん
。
そ
し
て
、
二
つ
の
問
一
で
女
子
警
護
討
す
空
中
長
室

一
「
女
性
の
在
り
方
豪
雪
自
主

一は
男
性
の
影
に
な
っ
て
い
る
。

一

そ
れ

r
Z問
題
で
す
。
さ
ら
に
、
ィ
ン
一
生
れ
た
、
量
る
。

憲

一

浮
大
学
)
「
女
性
と
乙
シ
ぽ
|

女
性
…
題
点
字
獲
得
近
代
教
育
史
の
質
問
在
一
を
見
直
す
。
一
見
直
し
、
教
育
史
争
考
え
直
す
乙
と
、
一
「
一
種
、
特
殊
な
家
庭
問
題
と
し
て
一
「
女
性
で
も
高
等
教
育
宇
受
け
た
人
一
パ
ク
ト
を
大
き
く
す
る
の
時
既
婚
女
一

今
年
、
国
語
人
の

ω年
の
中
間
年
い
っ
た
い
「
女
性
学
」
と
は
何
な
の
と
薬
表
、
さ
ま
ざ
ま
な
愈
是
交
換
性
は
あ
る
か
」
に
つ
い
ず
冬
々
の
報
告
、一

視
覚
と
し
て
女
子
教
育
砂
取
り
上
げ
な
一
第
二
点
は
良
重
侵
主
義
の
警
の

一
そ
れ
は
、
そ
こ
に
女
性
の
視
点
が
あ
る
一
取
り
上
げ
、
研
究
の
対
象
に
な
っ
た
り

一も
い
る

2・
2、
妻
に
就
業
し
た
一
性
の
就
業
化
で
す
」
と
。

一

t
t
i
-

…

Zぇ
、
男
女
平
等

・婦
人
の
社
会
多
か
。
今
、
憲
の
な
い
ま
ま
、
あ
い
ま
す
る
乙
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
女
性
研
究
続
い
て
第
二
部
は
女
性
学
の
め
ざ
す
も
・
け
れ
ば
、
と
い
う
わ
け
だ
。
高
題
に
つ
い
千
品
家
の
承
認
す
る

一
こ
と
に
よ
っ
て
出
て
く
る
の
で
は
な
い
一
し
て
い
ま
す
」
と
も
。

一

躍
の
あ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
一
女
性
社
会
学
と
は
、
女
性
寝
室

一

〉
一
一

一

一

一

一

一

一

従

来

の

学

問

の

一

一

…
加
堂
ア
l
マ
に
女
性
の
地
位
陶
上
を
め
い
な
形
で
一
人
歩
き
し
は
じ
め
た
「
女
の
あ
皇
宗
探
ろ
う
と
い
・
フ
も
の
有
の
を
号
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
入
つ
…
第
一
点
盟
主
で
の
近
代
教
育
史
の
一
良
饗
賢
母
(
乙
れ
自
依
は
惑
い
乙
と
で

一
で
し
ょ
・
っ
か
」
と
こ
と
ば
世
話
会
。一

そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
、

一ん
で
す
。
こ
う
い
う
個
人
的
財
産
娃
三
取
り
入
先
も
の
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
一

ρ
一一

…
ざ
す
遣
や
集
会
が
、
日
本
全
国
各
地
位
学
」
高
い
直
す
時
期
が
来
て
い
る
。

第
一
部
は
「
在
学
童
え
る
」

。

た
。

…
時
期
区
分
に
つ
い
て
女
子
警
の
観
点
一
は
な
い
が
)
警
護
の
裏
返
っ
た

一

-

フ

ァ
l
ス
ン
ズ
の
還
し
た
、
男
装

一く
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
一
イ
ズ
ム
に
し
て
も
主
義
で
な
く
震
を
一

偏

見

・
方
向

ι
一一

…
毒
さ
れ
て
い
る
。

六

月
七
日
、
豪

・
四
谷
宝
智
大
学

i
l
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-

…

h
-
v
h
ay

h
E
V
族
生
活
の
獲
を
す
る
手
段
的
議
一
震
で
は
、
家
族
に
属
さ
な
い
人
審
一
産
す
之
の
、
白
黒
さ
ん
。

一

変

え

る

こ
と

も
一
一

乙
う
い
っ
た
社
会
動
向
の
中
で
、
数
で
ご
女
性
学
」
と

271マに
圃

EE----冒軍
司
・
・

aE・・

…

・

・

・

・

'vh----E・V
・

-----F
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
女
は
情
緒
的
な
側
一
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
り
手
」
義
心
一
「
在
の
生
産

Zに
優

先

的

一

割

引

1

…
年
前
か
ら
「
女
性
学
」
と
い
う
乙
伝
第
一
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
高
か
れ

・

e・白
雪

印

川

提

出

頭

式

・

…
・

・

・

・

園

田

伊

ん

・

・

司

揚

河

2

ん

・

・

周

到

週

明

w
rん
面
に
関
す
る
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
い
一
詰
る
。

一

に

ク

ロ

ー

ズ

・
ア
ァ
プ
さ
せ
ま
つ
な
一

…
高
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

2
k
i
i一一
2
2

・E島E
E品
配

置

臨

…
・

朝

刊

討

持

園

闘

J
ちぺ
H
R蜘
簿

一

嬰

プ

霊

化

し

予

メ

リ

カ

の

よ

主

一
つ
ま
り
、
女
性
信
に
は
非
家
族
的
一
妻
、
雪
い
は
、

2
5
6一
男
性
の
社
主

H
E
i

-

-

さ

え

性

学

研

究

会

。

各

人

事

ぞ

い

る

乙

l
l
B
E
B
E
E
-
-思
議
也
-
開
比
可

a-F弘誓
芸

事

会

、

f
t一筆
者
室
い
乙
と
。
そ
し
て
般
近
で
一
て
安
性
が
男
性
に
支
配
さ
ぞ
い
る

一
い
き
に
、
と
起
こ
っ
た
女
議
室

a
E
E
E量
購
鴫

原

a・
・

E
R穴

回

4・
・

・

園

調

、

弁

え
虫
、
乙
努
終
ハ
タ
よ
か
ら
は
一
は
、
肉
親

mZわ
な
い
童
福
え

一
と
い
う
性
支
配

を

議

す

き

を

一
票
、
歴
史
的
、
言
、
政
治
的
基

女
性
学
研
究
会
は
、
女
性
の
問
題
を
天
れ
る
た
め
@
努
力
を
し
た
。
し
か
し
、
五
げ
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
臼
否
定
一

4
・

・

・

・

圃
副
司

4
・

・

・

・

・

一

J
a--圃・
圃

限
旬
、

ず
れ
る
も
の
は
、

一
組
の
逸
盟
主

一
て
い
る
乙
と
室
〈
無
視
し
て
い
る
乙

一
位
の
視
点
で
あ
る
と
昌
え
ま
す
」
と
、
亙
を
与
え
た
と
い
う
わ
け
屯

研
究
し
て
い
る
票
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
一
乙
う
い
っ
た
も
の
が
霊
的
に
示
す
も
一
警
史
の
発
達
の
プ
ロ
セ
ス
ま
あ
欠
一

』

a・
曹
司

daa---

da---司

2
2研究
が
な
さ
れ
た
が
、
苦
デ
一
と
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
六
五
一
女
住
社
会
学
は
、
決
し
て
女
性
の
も
の

一
「
人
間
(
男
)
は
、
白
人
の
大
人
の

究
争
麓
解
し
、
容
易
雪
持
ち
よ
り
、
情
一
位
接
庭
と
女
の
結
び
つ
き
が
議
〈
強
一
落
し
て
い
る
部
分
が
指
摘
す
る
。

一

.

‘

F

-

h

大働次郎記念館

-回国圃・a・圃・・ー・『

普
な
つ
か
し
い

「角
兵
衛
獅
子」

の
遭
飯
さ
れ
て
い
る
チ
年
倶
楽

部

首を長くして待っていた夏のボーナス@理想、や夢

11いろいろあれE、ふt現実に目を向けるtなか
なか厳しい。家族でゆっ〈りとf箔いてください、未

来。貯えは、わが家のリズムにあった方法で、着

実に。ところで、記録的な年利率になった協和の

定期預金。今がボーナスを大き〈ふやす絶好機

ですL下の表をひtつの目安に、わが家の貯蓄計
画表をあっくり〈だき~'o .お一人様300万円まで

お利息に税金の合・からなL、マルユー特典をご利

用(1:さL、。

-協和の2年定期預金(年利率8.00%)
に預けるし

• 夢と現実行ったり来たり。わが家。ボLナスO
お預り額 中間 泌期日 受取
(元金) お利息 お利息 合計額

300，∞0円 21，750円 27 ，931阿 349，681円

500，ω0円 36，2鈎円 “，555円 582，805円

L!-∞0，∞o円 72，Sω円 93，118円 1，165，618円l

ヘ。貯え、わが京湾。ボーナスは協剥
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憲法と地方自治
東京都立大学法学部教授

針生誠吉氏

目方じロコさん

パ
ス
席
は
、
私
と
目
隠
さ
ん
円
同
ま
す
。
お
客
さ
ん
暫
定
ゃ
っ
ず
と

い
つ
も
踊
削
閉
そ
あ
け
亡
く
れ

時

だ

さ

い.」

と
い
っ
て
「
観
光
客
」

副
血
な
働
会
暑
の
陣
田
辛
ん
と
、
の
控
ナ
宇
必
る
ま
い
と
対
応
し
角

田
舎
で
は
M

f正
事
和
わ
問
M

と
い
わ
様
車
に
買
い
込
む
土

E
駒
田
荷

れ
研
け
や
鉱
は
.
よ
く
眠
岬
し
内
有
六
十
名
乗
り
の
パ
ス
が
臨
席
に

席
行
中
に
も
二
平
政
年
前
と
変
わ
な
っ
て
し
ま
勺
有

ら
ず
血
嘩
し
た
が
.
世
は
二
人

を

並

開

た
J
P
も
女
た
ち
も
、
旅
館
の
唖

ば

ぜ

る

の

だ

っ

匂

巻

の

ひ

も

が

畏

敬

L
Z
d
t
土
産

物色笠間哩
L
掘
り
分
け
ド
し
て
か
つ
い

だ
1
暗
ら
の
望
日
住
倒
さ
れ
通
ゐ

パ
ス
ゆ
る
が
す
Y
歌

パ
ス
が
蜘
き
出
す
シ
畑
出
世
が
櫨
庸

か
ら
踊
き
晶
が
っ
た
。

大
臣
、
幅
女
を
L
て
い
る
女
の
声

が
リ
ー
ド
し
た
。

一

1

1

1
i
r
i
-
-
J
Z提
言

語

い

な

い

か

ベ

署

長

皇

室

町

揮

さ

一
一一

一

、

E
「

雪

と

一
ポ

ぷ

ッ

ト

一了

ジ
事
く
っ
王
室
、
ま
ず
修
か
ら
一寺
区
若
う
し
、
旺
盛
な
{
一一

一

工

円

刊

一

ザ

部

文

法

聞

か

面

白

い

。
そ
し
て
小
さ
な
努
サ
ー
ビ
ス
課
員
う
と

ES一一一

{
Y
u
v，
刈
】

F

z

r

U

ト

i
一一
に
陣
題
さ
れ
て
い
て
そ
れ
が
摘
み
い
は
ず
で
あ
る
.

=
一

二
t
M
1
9
=
5
Fヵ
r，

iら
れ
て
、
醍
み
誉
主
昼
「
も
〈
じ
」
覧

Zの
辺

が

二
一

一

r

j

k

w

=

一

志
村
武
著
二
陣
古
季
、
〈
る
と
い
う
仕
組
み
に
同
と
守
、
分
り
ま
す
。
引
用
し
て
み
一
一
一

円

i

l

l

-

F

W

W

W

ト
リ
ド
リ

1
1
1
1
L
-
宅

EZ草
書
置

E
Et
E
S
ま
し
ょ
う
。
第
i
e
ベ
ー
コ
ン
「
一

一

「産

主

方

言

t
t
L引
剖
引
剖
ud
一

も

紅

一

?

ド

71
1
ガ

タ

構

士

山
た
い
ん
だ
な
あ
」

|

霊
場
主
つ
だ
い
て
一
量
動
詞
奇
そ
じ
て
-
つ
聞

こ

ぽ

l

間

2
軍
高
置
に
は

「テ
ニ
ヲ
ハ
」
ご

一

』
い
う
。

の
古
盟
主
宰

iーす
る
た
め
に
は
酬

J
i
-
-
E
J
酬

な

い

零

δ
画
ア
イ
・
ラ
7
・
ユ
♂
一

一
文
法
と
い
う
と
相
伴
い
ず
れ
に
し
宣
告
は

f
検
定
れ
な
い
酒
と
、
曹
聞

up

・

3
剣

ウ

む

フ
プ
の
位
置
ま
あ
副
長
}
簡
一
一

~

日

活

渇

叶

げ

1
1
蜘
カ

F

J

~

一

円
て
も
シ
チ
メ
ン
ド
ウ
議
わ
れ
る
掛
町
ほ
ほ

ek宏
か
ら
霊
堂
62

醐

J

h

H

4a串
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
り
酌
制
弁
論
♂
一

一

回

路

三

島

う

が

、

そ

れ

ま

ど

ん

毎

努

く

だ

い

E
妻
叫

A

国

甜

Z
ダ
ブ
ル
プ
レ
!
と

二

一

二
l
組
V
F
唱

i
温
・
・
・
…
さ
ず
鱒
ヲ
iZ
5
+
!にさ一

"

1

1

J

験膨
v

i

過
圃
圃
・
・
・
・
園

欄

ι-

t

v
《
J

欄

る

と

い
4

詩

型

8
車
英
語

一軍

M

一

戸

一

川

一

〓

〓

融

機

噴

気

幽

・

園

圃

叩

一

時

ら

叩

穴

人

間

こ

ん

な

民

自

で

そ

一

一註

A
縄
通
調
…
情

U
U
3
2
3・一一

~

前

一

剤

一

4
・

均

パ

智

治

灘

鶴

一

ま

知

一

h

~

一

二
企
設

Y
a司
ぬ
壊
例
w
u事ぷ
d
u
r
s
t
i
Z
3
L
E売
が
前
ん
官
拍
子
苧
ん
に
』
一

一

一

お

一

z
験
¥
檎
腐
閥
W
品
川
一
越
な
っ
て
い
る
@

問
い
か
け
長
田

L
Eっ
て

姐

胴

一

~

よ

g
i
J
t掛臨
時

二

機

文

著

書

家

-
E
S
S
E
t
-
-

白

書

司

、

JF;隊
治
期
磁
調
、
場
際
関
幽
揮
-
に
還
だ
か
ら
で
争
つ
つ
が
、
う
の
が
著
者
の
事
フ
イ
の
よ
う
て

M

一

、

岨鍍実
W

』

問

、
J
W

〓
H

i

a

幽踊際緊姻・
3
・事量

一x
込』喝

ue

一

闘

翻

嗣

一

一

度

e町
議
議
ま
し
…

ν日付
訪

日

記

当

て

偏

重

量

ぎ

五

八

8
一一

一

I
l
l
1
1
7
1
1俗
醤

ろ

に

特

置

が

あ

る

与

。
そ

れ

は

~

一

お
い
ず
前
史
上
空
欄
の
ぜ
)
が
一
れ
る
間
岨

T
i
f
fて一
τ地
域
住
民
の
雇
君

Eと一
Eめ
て

い

奇

一

認
め
や
れ
て
い
る
。

一
く
る
O

L

一
す
る
人
帽
、
国
祉
と
い
う
り
は
軽
祖
さ
一
同
署
同
会
は
昨
年
夏
に
高
足
、
メ
ン
一

-
九
六
O
年
に
入
っ
亡
圃
の
金
曜
一
軍
法
制
宅
地
方
自
障
に
は
財
一
れ
て
い
る
と

U
2.

コ
ー
は
す
ん
ど
骨
密

D
o
n-蝿一

撃

が

告

闇

適

量

苦

手

お

一

種

と

い

み

野

直

接

室

長

て

一

=
一一剖

白

苧

占

禁

車

内

勇

一

ま

っ

た

躍

は

宜

主

主

豊

重

一

真
逆
に
重
量
療
に
担
金
、
一
い
る
ぶ
し

J
に
よ
っ
て
且
え
ら
一
生
直
が
取
り
、
地
方
門
出
悼
の
集
配
一
弱
気
話
人
審
セ
ン
タ
ー

(藤一

塁
産
出
入
し
、
公
害
農
嗣
も
申
る
や
一
れ
て
い
る
在
な
く
、
聖
上
回
一
品
川
は
羽
Mm.
し
か
し
、
法
を
し
章
一
沢
市
江
の
島
)
内
の
出
産
に
用
車
さ
一

か
だ
っ
有
た
ま
り
か
ね
た
震
が
立
一
智
也
岳
志
と
し
玄
白
宝
石
つ
ま
ら
且
る
と
国
白
血
桐
は
お
一
告
。

一

ち
上
が
り
、
回
大
公
曹
翫
配
秒
級
化
さ
一
同
政
が
停
琵
帯
広
刊
り
れ
ば
地
岨
社
会
一
%
、
地
方
自
由
体
は
時
Mm白
担
す
る
と
一

ιれ
ま
で
に
苗
ぜ
ら
れ
た
園

'O中一

貴
神
高
川
県
条
例
を
U
穴
と
し
丈
一
に
生
主
主
倉
時
間
愉
し
ゃ
厳
司

一
い

2
う
に
、
配
空
員
担
の
比
串
主
に
は
踊
人
少
年
宰
嘉
足
の
量
が
配
さ一

上
の
ぜ
削
税
制
が
全
国
に
広
ま
っ
セ
己
一
間
祉
担
と
9
種
証
す
る
己
と
は
官
き
な
一
4
Lし
て
い
る
。
白
拍
悼
白
不
足
叶
は
一
れ
た
恒
料
や
酔
般
に
な
っ
や
権

E
な
ど
一

れ
は
軍
持
活
条
に
の
っ
と
り
、
人
富
一
い
か
喜
一
五

'
品
れ
が
ま
の
考
え
一
申
央
政
府
議
助
舎
注
っ
て
聞
わ
れ
一
震
と
し
て
貴
重
な
も
の
が
集
っ
て
い
一

四
を
目
揮
と
し
で
い
る
か
ら
に
岨
記
ら
一
で
あ
る
。

謂

四

一

る
わ
げ
だ
が
、
こ
の
補

助

金

が

出

有

一

竜

一

な
い。

一

し
か
し
、
情
民
革
命
の
な
か
っ
た
旦
補
助
金
白
樫
い
方
に
つ
い
ず
品
央
政
府
一
事
開
局
で
は
約
四
百
九

海
道
し
た
一

条
例
は
、
住
民
の
条
例
制
定
要
訣
i
一
本
は
、
刷
拍
L
陽
一
揖
し
て
中
央
臨
掴
一
時
中
心
の
政
曲
、
旺
酒
彩
発
展
さ
ぜ
一
時
醐
ア
ン
ケ
ー
ト
聞
査
秒
髭
圏
中
だ
が
一

条
例
i
世
間
に
暗
畏
し
て
い
く
り
が
理
一
的
な
官
瞭
財
政
の
構
造
が
続
い
て
い
一
る
本
単
に
よ
っ
ザ
掲
示
す
る
.

一

回
収
串
は

一剛
ほ
ど
と
低
い
.
g
麓
周
一

岨
で
あ
り
、
本
来
の
住
反
固
抽
の
睡
て
一
る
.
中
央
の
聴
柏
、
仔
政
帽
力
は
画
本
一
こ
う
し
た
三
割
財
政
で
中
央
政
府
は
一
で
は

「金
園
者
名
閉
め
て
の
ケ
l
ス
な
一

前
で
あ
る
。

一
介
話
び
つ
き
、

H
本
紐
揖
甲
高
雄
庄
の
一
地
方
自
由
怖
を
な
い
が

L
Oに
し
、
住
一の
で
何
年
か
か
る
か
わ
か
b
な
い
が
、
一

尭
展
シ
昂
畦
神
山
川
中
心
目
的
伝
』
H

散
が
理
一
一
民
の
生
活
令
中
央
政
府
に
コ
ン
ト
ロ
!
一
ぜ
ひ
ま
と
め
た
い」

と
広
く
呼
び
か
け
一

め
ら
れ
て
い
る
。
白
拍
障
に
晶
い
ず
ほ
一
ル
し
て
き
有
そ
れ
が
聞
出
以
来
の
世
一
て
い
る
.

一

財
師
、
制
収
の
配
分
は
お
ろ
か
、
豊
平
一
一
付
申
あ
り
方
だ

一

同
番
画
畠
の
連
晶
先
は
O
四
五
l
二
一

ま
ら
謡
、
ま
う
と
し
て
も
申
告
政
一
自
抽
体
が
闘
世
曜
の
読
に
渋
込

一

0
7三
二
、
向
型

=
三
一
1

一

府
の
許
可
診
曹
と
し
、
ま
っ
き
同
一
員
て
い
る
担
誌
な
置
が
こ
己
に
一

老

後

を

考

え

る

一

政
担
任
が
な
い
の
だ
1

酎
略
而
に
晶
い
一
あ
る
。

(
嗣
田
部
ま
ル
あ
)
一

一

|
|
|
十

1
1
1
1
11
1
I
l
l
i
-
-
I
l
l

-

婦
人
問
題
懇
一

一

冊
人
間
闇
輯
話
会
(
東
南
・
惇
苗
〉
一

T
シ
ャ
ツ
で
援
助
を
H

一
五

7
円
5
自

主

主

1

〈
地
方
自
治
と
財
政
〉

住
民
口
拍
が
哩
拡
制
産
化
さ
れ
て

も
、
自
宅
酎
闘
が
宇
同
化
さ
れ
、
国
の

開
政
極
存
し
、
補
助
袋
単
一品

ま

ま
に
あ
や
つ
ら
れ
て
い
る
と
、
地
方
目

前
は
ま
っ
?
と
砂
上
司
陸
間
と
い
う
己

と
に
な
る
。
己
乙
で
三
一
割
自
抽
と
い
わ

入
れ
る
開
業
畠
社
の
世
長
で
あ
っ

お
L
1
構
築
の
相
主
賓
わ
っ
た
ん
だ
な
、

と
出
っ
勺

私
の
相
聖
ら
ず
の
貧
乏
背
骨
し
宅

臨
は
実
わ
な
か
?
だ

瞳
思
す
争
よ
る
つ
に
届
つ
だ

「あ
ん
晶
rほ
普
っ
か
ら
、
あ
と
声
華

民
-
一
え
な
し
に
か
し
か
融
支
た
わ
い
」

闘
い
と
い
う
甫
曹
を
ね
害
訴
の

よ
う
に
使

3
ど
れ
た
。

〈金曜日〉田和55年 6月 20日(簡三種劃唖帽館可)

四
十
一一
才
色
田
P五
の
厄
陣
け
持

事
と

L
t
九
州
降

Z
E剛
し
た

か
ら
と
、
多
加

・
不
多
加
秒
曲
-Z四

り
炉
主
品
fよ
り
は
=
草
間
だ
っ
た
。

相

aら
ず
金
の
な
い
私
は
、
即
答

し
か
ね
や
匂

で
も
、
中
学
時
代
伊
兵
に
し
お
続

師
町
田
同
窓
生
ゐ
f
よb
s
r
H
e

福
田
口

秒
晶
と
し
た
い
臼
持
は
、
お
妻
え
切

れ
な
か
っ
た
。

ヱ
円
の
閥
的
、
多
加
者
は
同
学
年

の
ほ
笠
輩
、

一一
干
世
名
の
日
慢
げ

L
4
f
f
中
年
明
&
と
、
弘
は
大
阪
の
駅

て
あ
ち
畠
っ
た

E
払
い
を
し
た
聞

神
掴
も
持
つ
王
伊
ど
与
ぷ
九

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
で
区
南
ま
初
、
植

場
汎
〈
‘
仙
の
船
客
は
船
酔
い
者
曜

吐
4
9
る
μ
告
も
脱
出
し
た
が
、
酔
師
町

の
匝
帯
は
閉
山
躍
で
の
も
の
だ
つ
だ

阜
回
身
、
す
ぐ
ば

τる
方
だ
が
、

極
上
労
働
を
二
年
や
っ
て
い
p
d祉聞

か
ら
船
酔
い
し
な
い
身
体
に
な
っ
て

い
た
。
船
主
で
の
一
臣
秒
語
旦
円
っ
色
五

人
白
タ
た
ち
り
中
有
一
人
は
寡
蹄

古
品
っ
た

「わ
た
し
は
、
一
軒
吾
み
臣
州
刑
し

た
い
ん
さ
‘
で
も
、
開
院
の
外
交
画

に
も
す
す
め
ら
れ
と
っ
て
な
、
今
、

47フ
と
る
ん
さ
.
う
ち
の
人
山
即
売
ん

戸
時
、
障
臨
金
お
り
た
時
の
事
思
え

目
方
ヒ
ロ
コ

ば
、
同
交
の
仕
事
も
大
事
や
思
う
し

「
一
軒
苔
孟
屈
が
い
い
と
と
、
聞
匝
が
聞
え
ず
長
』ゃん
1

に
事
え
た
。

亜
刷
、
閣
秒
読
っ
た
障
室
の
直
女

間
師
が
沖
か
品
川
附
つ
ず
主
主
道
す
や
略
語
闘
の
揖
閲
セ
と
し
て
夫
と
聞

が
白
、
立
高
-
吾
み
に

一
杯
の
ん
で
い
暗
に
働
い
て
い
る
安
た
ち
が
、
す
ま

く
。

L
Aん
だ
部
品
棋
を
品
ら
か
い
に
来

届
台
に
近
い
の
れ
ん
砂
舟
け
て
入
て
、
車
に

「口
紅
を
つ
け
て
お
く
ん

る

畳

を

想

像

し

句

な

ど

と

要

求

し

て

き

た

τ

仕

事

の

こ

と

話

合

い

田
火
の
生
添
乞
の
も
の
白
岡
垣
だ

け
に
、
し
ば
し
同
酬
な
腕
語
に
な
っ

た
が
結
論
は
出
な
か
勺
た
。
賑
や
か
に
別
れ
て

同
窓
生
と

弘
も
喧
見
を
求
め
ら
れ
がh
古
都匂い

「摂
い
巨
で
い
い
か
ら
、
い
か
と
且

時
か
ら
病
気
幡
宮
ち
だ
っ
た
が
気
世
が
苧
の
煮
つ
ζ
ろ
が
L
平
九
か
出
し
て

さ
っ
ば
り
し
て
い
て
、
ク
ラ
ス
者
々
は
」
「
モ
う
や
な
あ
、
で
も
な
、

桂
皮
だ
け
が
毎
月
『少
z
k
サ
ロ
ぷ
と
外
交
面
の
方
怪

E
ず
も
い
ら
ん
し

か

『少
と

よ
か
の
雑
酷
を

「
由

」

会
」
か
ら
予
約
崎
関
し
て
い
や
お
だ
括
は
品
切
れ
、
し
ば
争
、
し

τか

っ
有
暗
女
は
自
分
が
開
ま
な
い
r
内
ら
告
は
亘
F
の
住
所
が
厳
え
白
い
眠

に
、
教
室
の
闘
で
む
っ
つ
り
十
ぞ
い
り
に
つ
い
た
1

る
孟
に
、
雑
酷
歩
薗

τテ
y
、
れ
だ

二
宅
L
別
れ
た
女
た
ち
り
問
、
己

「部
品
」
か
ら
の
日
間
秒
草
け
る
砕
ち
ら
は
十
八
工
申
女
一肘
弁
和
、
憧
獲
に

一
四
通
路
を
、
擁
立
が
つ
〈
っ
て
く
な
っ

τ大
阪
に
出
た
も
の
と
か
、
私

れ
十
ぷ
目
だ
っ
た
。

と
か
、
時

一
の
高
卒
白
保
田
と
か
、

夫
の
元
か
ら
、
も
う
充
同
立
直
っ

P
Eら
か
と
い
え
ば
懇
震
だ
っ

た
ら
し
い
、
か
ら
っ
と
主
結

K
必

句

り
に
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
噛
室
か
ら
は
、
い
つ
ま
官
も
型
車

ツ

ル

と

の

変

主

因

縁

タ
厄
除
け
旅
行
ψ

南
回
L
I
才
の
皮
た
ち
は
多
分
、
盆

お
ど
り
の
彼
面
の
時
ぐ
ら
い
し
か
化

旺
も
し
な
い
の
に
遭
い
な
い
。

私
は
並
ん
古
い
る
罰
薗
の
宮
た
志

の
曹
を

R
tを
つ

セ

翌
朝
が
ら
の
観
光
パ
ス
開
仔
は
、

宮
崎
、
柑
島
、
指
宿
と
、
活
婦
に
あ

ふ
れ
P権
桔
白
観
光
旅
行
だ
っ
有

割

ι同
時
に
酎
く
ζ
と
で
、
同
い

年
の
者
同
士
、
あ
る
い
は
年
齢
霊
の

あ
ま
り
な
い
桔
暗
が
多
い
と
い
う
と

の
村
町
車
誌
は
、
脅
か
島
申
ら
し
が

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

府
行
移
加
者
の
中
に
は
七
岨
の
夫

婦
が
い
和
匂

大
馳
駅
刊
は
皆
と
嗣
や
か
に
別
れ

た。
時
々
、
田
の
世
り
が
来
る
。

横
倒
土
の
友
人
も
阻
年
£
か
つ
て

閉
幕
館
の
か
み
辛
ん
に
な
っ
た
。

生
直
企
々
長
と
劃
畠
亙
で
草
色
~
曲
師
と
蝿
交
の
失
開
も
由
党
鴨
居

窃
も
あ
っ
有
一
度
ラ
ブ
レ
タ
ー
が
事
ぞ
だ

畏
た
。

や
り
手
た
ち
町
中
古
書
簡
に
な
っ

桂
は
今
、
止
福
嗣
輯
帽
を
と
っ
て
、
た
友
人
の
呈
韓
悼
と

Y
ぶ
っ
た
か
、

地
完
民
と
つ
な
が
り
の
な
い
，
船
、
聞
会
淳
、
び
れ
て
い
る
。

乗

組

同

事

臨

む

と

場

札

官

唖

い

(

お

わ

り

)

現
転
手
の
ハ
ン
ド
ル
が
踊
つ
だ

昭
光
客
の
摺
酷
侍
I
O

く
聞
く
が
、

十
八
挺
同
た
ち
の
ド
山
立
叡
存
し
て
し

か
聞
い
て
い
な
か
っ
?
の
可
荒
瞳

の
中
者
賞
え
十
崩
聞
の
、
岨
出
闇
な
担

肱
に
度
肝
秒
援
か
れ
た
ら
し
い
。

ガ
イ
ド
さ
ん
は
岸
朋
の
入
っ
た
人

だ
っ
た
が
.
予
定
通
り
の
コ
1
ス
ガ

イ
ド
秒
希
と
な
し
く
聞
い
て
い
る
者

は
い
な
か
二
句

「己
ん
昔
に
白
つ
あ
は
閉
め
て

で
す
。
き
勺
と
乙
の
ガ
イ
ド
は
、
私

の
よ
る
一
フ
ェ
ハ

fミ
ス
で
な
い
と
師
ら

な
か
っ
た
官
し
よ
う
。
私
は
、
今
回

の
ガ
イ
ド
は
、
予
定
歩
量
部
放
棄
し

四
日
間
だ
っ
や
句

柵
述
、
副
官
行
慢
で
は
塑
広
の
あ
と

と
り
と
並
ん
だ
.

そ

の

後

も

風

の

た

よ

り

世
早
出
が
臨
砂
輩
え
た
の
も
照
硯
は
な

む

w
飛
ぶ
a
周
“
の
揖
り
紙
は
以
前
か
ら

あ
っ
た
が
、
折
り
方
砂
調
べ
て
み
る
と
、

そ
れ
ら
は
切
っ
た
句
貼
っ
た
り
し
た
も

の
が
多
か
つ
だ
世
長
は
そ
ん
な
白

D 

I ーーーーー・ー---T--ーー"ーーー

A 

出
来
た
ら
次
は
証
明

〆

き佐

占が

~y 

A 
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日
広
学
情
A
M
揖
晶
長
の
伏
且
醍
附
民
が
夫
人
白
闘
世
さ
ん
ル
箕
事
で
「
折
り
ぽ
い
興
味
官
、
崎
両
暗
北
区
白
世
間
吉
田
白
お
宅
秒
訪
問
し
主
主
匂
乙
れ
は

祉
の
世
間
学
」

〔
日
本
刊
誌
社
)
と
い
一つ
孟
歩
畠
し
岬
判
に
な
っ
て
い
る
。
世
夫
岨
両
町
事

E
い
う
チ
ャ
チ
事
も
の
青
々
は
な
か
っ
有
桔
蝿
四
十
年
歩
過
ぎ

見
長
抽
氏
と
い
え
ば
、
い
う
ま
で
も
な
く
題
曲
物
理
学
の
オ

i
yリ
テ

1
そ
た
吏
衰
の
患
が
V
Eリ
ル
且
百
っ
た
、
高
度
に
知
的
な
ホ
ピ
1
、
と
で
も
い
う
べ

官

喜

代

費

す

読

書

寄

り

祇

FEL
t夫
人
主
し
ょ
に

。
一
障
さ
か
@
ど
ち
ら
か
主
主
ら
が
助
け
て
と
い
っ
た

S
E
R-老

と
っ
し
え
内

M
r
Eに
多
忙
な
伏
昆
先
生
官
官
祇
章
、
夫
人
は
且
な
る
境
に
入
っ
た
+高
聞
の
理
組
酌
な
藍
宮
見
Pよ

yF去
が
し
だ

協
力
者
か
、
い
や
折
り
艦
だ
か
ら
夫
人
の
方
が
む

LAJ主
轟
者
n
v
b
タ
世
、
情
っ

飛
ぶ
ツ
ル
も
折
れ
た

ノ
リ
、
ハ
サ
ミ
な
し
を
厳
守

「
折
り
紙
を
し
て
い
る
勺
て
、
い
わ
が
、
己
申
人
は
折
る
戸
、
け
で
ハ
サ
ミ
は
ま
り
評
判
は
よ
く
な
か
っ
た
ら
し
い
.
蝿
中
さ
ぜ
、
噂
要
な
己
と
か
顕
の
中
に

ゆ
る
折
り
紙
陪
賓
の
方
々
自
よ
う
な
芸
い
っ
さ
い
慣
わ
な
か
っ
た
1

軍
に
糊
っ
虫
圏
中
に
タ
パ
コ
砂
扱
っ
て
私
誰
も
同
鑑
み
こ
ま
れ
て
庁
九
時
芸
品
如

1
1.

楠
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
た
だ

d
H
を
百
~
ょ
う
見
手
拍
車
っ
工

2
と
う
と
も
凪
む
な
い
か
、
画
聖
誹
っ
て
い
少

E
あ
れ
、
島
置
の
度
福
羽
か
の
鶴

飛
ば
し
ま
申
ょ
う
j
あ
、
正
二
十
函
臨
ま
く
制
ば
た
い
た
。
伐
易
出
削
折
っ
て
る
と
木
撞
慣
に
思
わ
れ
る
〆
と
ぶ
人
に
か
並
ぶ
と
い
う
こ
と
が

ヱ
十
年
間

珍
罰
勺
主
主
う
と
か
l
l
.
マ
ア
、
み
た
が
、
は
じ
め
は
な
か
な
か
う
ま
く
い
わ
せ
る
と
曲
歩
折
る
こ
と
モ
欄
神
を
つ
づ
い
九
ぷ
わ
之
許
り
炉
に

人
の
し
て
い
な
い
己
ル
γ
か
も
し
れ
ま
ぜ
行
か
な
い
.
刑
、
す
ぐ
伏
島
出
品
同
己

ん
が
‘
そ
れ
H
ほ
の
こ
と
壱

」
崎
れ
は
尾
の
三
角
形
。
内
心
点
じ
ゃ
な
い

棺
夫
人
ザ
字
っ
け
ん
そ
ん
す
る
。
刑

、

か

少

初

学

的

ι
E明
し
て
し
ま
っ

飛
ぶ
輔
の
制
作
に
情
熱
沙
僚
や
し
伺
圃
た
。
そ
し
て
羽
ば
た
け
る
の
事
『
珊

聞
も
の
闘
を
作
り
、
飛
ば
し

Z
4て
は
ぷ
鶴
だ
っ
て
出
来
る
の
で
は
な
い
か

よ
く
飛
ん
だ
ぞ
?
と
相
肝
幸
削
す
人
と
い
い
出
し
ゃ
、

制
唱
者
介
モ
の
夫
人
の
長
は
τ
掴
悔
す

る
だ
に
曜
し
い
.

夫
妻
が
軒
段
取
に
こ
り
出
し
た
の
は

こ
の
丘
町
剛
ほ
ど
の
己
少
祝
」
あ
る
。
己

と
の
起
乙
り
は
醐

mだ
っ
た
。
あ
晶
臼

闘
世
夫
人
は
知
り
あ
い
m
v
M人
が
外
人

に
曲
歩
都
三
九
ぜ
、
尾
の
釘
H
9
Z
つ

う
と
は
ち
ょ
っ
主
が

3
お
り
、
そ

の
尽
を
ひ
っ
ぱ
っ
弱
秒
羽
ば
た
か
ぜ

た
の
歩
見
て
面
白
い
r
と
思
っ
た
1

よ
く

屈
に
切
れ
目
秒

X
れ
る
方
法
が
あ
る

掃
除
・
洗
濯
の
聞
に
考
え

さ
て
、
鶴
は
、
駒
理
学
句
」
は
頭
部
ザ
ム
作
る
(
図
l
)
。
同
じ
眠
で
も
っ
と
昧
聖
持
っ
て
〈
る
タ
チ
と
い
主

伏
島
出
品
り
薗
は
‘
ち
ょ
っ

E
9盈
〈

μ著
大
会

Z
す
る
と
者
令
大
き
な
聖
雪
作
る
に
は
?
回
E
φ
よ
さ
で
三
奈
の
暗
初
の
務
省
は
も

た

J
F
が
あ
る
。
伏
島
出
は
著
い
こ
寓
聖
火
女
宅
す
る
の
情
と
号
す
れ
ば
い
え
註
万
博
A
B
C
Dの
B
ル
ロ
を
桔
つ
ば
ら
費
出
昨
日
だ
が
(
世
に
止
方
帯
官
肋

ろ
へ

V
Tス
モ
I
ヵ
ー
だ
っ
た
が
、
固
い
か
9
も
っ
と
も
間
借
な
方
法
は
費
悟
び
蹄
B
D白
中
心
点
に
匝
向
な
凪
E
F

る
珊
ぷ
曲
に
も
庖
功
)
、
面
を
阜
、
す

十
二
構
の
時
離
置
し
た
1
そ
う
な
る
と
、
で
圃
砂
研
る
E
と
で
一
あ
る
〈
た
め
し
に
を
と
り
‘
斜
蹄
の
部
分
秒
切
り
と
れ
ば
、
れ
ば
い
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
ど
う
盟

虫
眠
中

fFX安
パ
コ
白
煙
か

E
あ
な
た

F
Z
Z。
彰
在
る
よ
り
大
き
な
置
雌
E
B
F
D
が
で
き
く
す
る
か
、
一
つ
一
つ
君
、
一
つ
考

く
毘
に
な
る
。
手
島
D
ぶ
さ
た
で
も
あ
に
は
、
ふ
?
っ
自
崩
台
、
た

4
え
ば
レ
る
。
が
己
れ
秒
読
り
抵
で
や
ろ
う
と
え
る
E
と
に
ζ
れ
歩
幾
何
学
的
に
証
明

奇
そ
れ
判
長
眠
中
に
薗
伊
都
り
は
じ
み
中
l
ト
用
紙
唱
と
主
宅
情
半
分
ず
つ
す
る
シ
伺
相
B
D
は
な
か
な
か
折
り
に
し
て
い
っ
た
心
症
閉
す
る
の
は
鹿
納
氏

め
だ
乙
の
世
昆
先
生
白
訴
り
筒
あ

戸』
官
、
そ
白
十
文
￥
9
舟
角
組
に
し
く
い
.
夫
人
が
者
骨
し
ず
薪
っ
て
い
る
が
忙
し
い
と
あ
っ

γ
ち
っ
ぽ
戸
損
控
尭

と
隈
拍
民
が
、
対
角
耐
の
両
端
B
を
D

人
。
と
こ
ろ
が
と
れ
が
大
証
名
、
証
明

少
量
ね
る
よ
う
「
許
つ
ず
さ
置
、
と
い
し
て
も
曜
泊
先
昨
亦
ら
な
か
な
か

O
K

っ
。
な
る
ほ
ど
ζ
う
し
工
内
ゐ
と
唖
め
か
出
な
い
a

も
っ
と
ス
ッ
キ
リ
し
た
証

て
闇
曲
に
さ
勺
き
の
と
間
じ
捜
躍
が
出
明
か
出
来
る
は
ず
と
い
う
。
ま
た

来
る
F
(
μ
仁
V

フ
し
て
こ
う
な
る
か
は
皆
満
枝
民
が
考
え
る
。
旺
明
に
班
功
す
る

さ
ん
哩
詰
考
え
く
だ
さ
い
f
)
描
世
突
と
、
己
ん
ど
は
も
っ
と
い
r
い
方
法
や
ち

人
も
己
ん
な
己
と
明
併
り
抵
の
不
思
揖
が
っ
た
や
り
方
は
な
い
か
と
い
い

さ
、
世
何
の
面
白
さ
に
た
ま
ら
な
く
蝿
出
す
。
描
睦
夫
人
同
朝
、
嗣
臨
や
世

折

る

で

い一TH
M院
V

F

-

b

耳

7

方

に
正

拭
=
簡
‘ぜ
制

則

合

M

ぶ

寓

刷

用

例

ν

圃を折る棋見潤置さ九(自宅守口)

点d
事i綴

• 

三志

エ
イ
ポ
ノ
女
性
年
度
賞

候
補
を
募
集

宅私

1援t

婦
人
の
資
料
を

全

国

に

呼

び

か

け

エ
イ
ポ
ン
女
注
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は

昨
年
置
か
ら
新
値
さ
れ
た

「
エ
イ
ポ
ン

女
性
年
度
賞
」
の
候
補
を
一
般
か
ら
も

再
っ
て
い
る
。
E
の
置
は
日
広
田
晒
の

時
人
参
苅
血
球
に
女
性
大
賞
‘
功
掴
胃
、

ス
ポ
ー
ツ
賞
、
世
宵
賞
、
室
楠
圃
秒
語

る
も
の
有
田
牢
度
の
昨
年
は
大
置
に

市
川
両
枝
さ
ん
、
功
摘
置
に
水
崎
思
す

さ
ん
.
ス
干
ッ

E
H軍
需
主

λ

ら
が
選
ほ
れ
て
い
る
a

推
芋
ん
し
ま
J

と
忌
7

フ
人
は
、

r
H門
=
干
一
日
ま

3
L

匝
補
者
名
、
民
補
者
の
陪
臣
、
対
象
と

a
R
・
山
川
葡
品
川
封
劇
宵
初
代
同
人
少
年
一
す
る
前
名
、
推
ぜ
ん
理
由
毎
秒
v

由
い
た

局
長

n
e積
回
神
南
川
県
民
雌
暗
室
一
帯
面
宅
費
用
都
千
代
田
区
鞘
町
田
i

内

)
tは
、
金
国
的
に
個
人
や
団
障
に
一
五

K
S
ピ
ル
エ
イ
ポ
ン
女
註
文
化

呼
び
か
け
ず
辛
者
や
師
費
者
自
慢
宜
を
一
セ
ン
タ
ー
エ
イ
ポ
ン
ι
女
性
存
度
置
蝿

図
る
た
酌
婦
人
骨
酌
閏
冊
目
資
鼎
全
文
一
ま
壱
ば
透
る
こ
品

奮屯

d勝訴

報

• 

ミ信

えふ

考 竺
マ

時
人
聞
蝿
等
質
軒
岨
揮
安
副
会
(
畠

は
邪
道
だ
と
い
っ
た
。
和
肱
に
し
て
も

俳
句
に
し

τも
-
一
定
的
ル

l
ル
が
晶

り
.
そ
の
枠
白
中
平
』
天
を
己
ら
す
。

乙
れ
が
日
広
町
民
証
戸
、
折
hu庇
は
、

ノ
リ
や
ハ
サ
ミ
、
も
の
さ
L
9便
わ
な

い
と
い
う
の
が
ル
ー
ル
だ
、
長
是

E 

B 

は
い
っ
た
1

世
早
出
の
抽
「
正
る
主

回
目
。
世
両
学
が
定
亜
と
コ
ン
パ
ス
戸
ほ

主
作
図
す
る
欄
神
シ

E
一
置
す
る
と
い

う
。

『

お
子
辛
ん
た
ち
佳
子
出
み
た
い
少
婆
う

そ
う
だ
が
、
そ
の
子
容
兄
た
ち
か
ら

圃
の
折
。
方
や
宜
停
り
の
と
き
に
い
る

い
ろ
工
夫
や
協
力
が
あ
っ

tセr
♀
~
か

ら
、
似
た
も
の
、
高
し
い
一
軍
な
の
だ

Art 

正

一十
面
体
ま
で

mu 

C 

争老
化
防
止
に
も

一役
よ
e

l
a
l
-
-
J
て
作
れ
臣
官
益
忌
自
由
と
以
前
か
ら

与
一
正
歯
固
ま
軒
り
祭
主
作
っ
て
い
均

一

¥

『

一

己
れ
を
さ
ら
に
葺
揖
工
て
一
行
竜
い

一

¥

戸

一
ま
や
夫
警
は
正
二
十
面
体
ま
古
停
る
.

一

¥

、

N

一

こ
れ
は
ハ
角
階
砂
韮
ず
主
十
四
等
片
す

-

一

叩、

一

る
と
い
う
悔
雑
刊
細
か
い
仕
，
#
句
描

J

・

/

一

枝
尭
人
の

w
お
軍
芸
ω
で
こ
れ
を
平
薗

て
/
一
に
き
れ
い
に
た
た
む
介
馬
の
手
つ
な
島
市

M
M可
ν
一
に
な
り
(
夫
妻
は
己
れ
を

d
F
と

〈
¥
¥

一

名
づ
け
て
い
る
)
‘
乙
れ
に
空
気
を
耽

h

一
主
こ
め
ば
E-
一十
園
出
に
な
る

I
l
l
i-
-
夫
妻
の
共
著
は
乙
れ
が
剖
由
主
々
は

は

ば

た

く

闘

な

い

。-ユ
年
前
に
も
.
圃
吾
酷
か
ら

「卵

〉
〉

2
〈
く
く
く
く
く
く
く
く
〈
J

の
宵
酷
」
と
い

-22ナ
問
問
象
の
剖
唱
の

た
ま
た
ま
C
ん
な
折
り
眠
の
括
検
厳
本
秒
曲
し
て
昨
併
で
あ
る
。

コ
折
り
低

学
セ
ミ
ナ
ー
と
い
う
雑
酷
に
の
ぜ
は
じ
包
括
は
、
世
苧
セ
ミ
ナ
ー
に
遊
園
し
て

め
た
ら
、
折
り
紙
廟
畠
の
人
が
季
、
い
た
白
で
す
が
、
主
人

2
ギ
概
白
根

折
り
紙
背
む
と
四
組
自
主
一一
叶
の
一
の
大
白
時
、
お
返
し
に
、
折
り
紙
の
本
で
も

さ
さ
の
正
方
悟
秒
作
る
の
は
む
ず
か
し
さ
し
あ
げ
た
ら
7

》
盗
品
掴
障
り
ま
し

い
、
ゃ
っ

Z
Tま
せ
ん
か
、
と
い
つ
だ
有
夫
婦
で
轟
し
ん
だ
，
哩
輯
a
が
本

た
ち
$
主
夫
警
は
挑
軸
を
は
じ
め
た
ー
に
な
る
な
ん
て
、
長
年
、
平
主
E
単
語

折
り
紙
ポ
何
分
の
一
か
の
正
方
貯
炉
停
の
世
話
で
明
け
暮
れ
て
い

P
4には、

る
長
さ
四
分
の
一
か

一
番
や
さ
し
い
。

会
〈
思
い
だ
り
な
い
己
と
壱
し
合
で

幸
、
欄
堅
一
つ
に
厨
里
世
め
ば
い
い
a

角
本
を
・
く
っ
て
，
い
い
乙
と
で
す

二
分
の
一
時

1
己
の
時
出
来
た
中
心
向
。
同
毘
ヰ
《
や
っ
て
い
?
と
ル

E
、

点
に
向
っ
て
角
々
を
折
り
品
め
ば
l
l
・
く
と
な
る
と
、
主
絞
め
て
ミ
ス
が

そ
う
、
ヤ
ッ
コ
さ
ん
の
平
歯
周
聞
の
折
な
い
か
糞
正
直
す
、
そ
己
で
ま
た
進
歩
、

?

l
l一一
升
の
一。

奇
融
は
む
ず
か
し
世
田
も
出
ま
す

」自

主
主
要
ヨ

い
如
、
在
悼
の
一
は
江
戸
時
代
か
ら
冊
ル
フ
9
薬
レ
む
人
も
い
る
。
小
嗣
や
掴

ら
れ
て
い
る
折
り
方
が
あ
っ
弓

=
努
踊
に
己
る
人
も
い
る
a

「で
も
軒
り
庇

の
一
は
大
型
だ
っ
た
が
、
尭
一人
は
一
-t

ル
昆
門
阿
は
い
い
で
す
よ
。
お
金
も
か
か

平
方
の
定
理
護
っ
て
唱
で
有
り
ま
ぜ
ん
し

。
手
先
を
檀
う
己
と

い
ま
、
夫
妻
は
+
七
分
の
も
作
れ
る
。

は
老
化
現
敏
防
止
L
も
い
い
宇
つ
で
す

ζ

ん
な
こ
と
が
キ
プ
カ
ケ
怖
、

一
審
担
よ
て

」
明
ら
か
に
書
う
一
樹
世
夫
人
で

置
の
少
な
い
正
五
角
串
の
折
。
芳
、

正

あ
る
。

圭
血
障
の
折
り
方
へ
の
眺
眼
と
な
る

も
と
も
と
沃
且
民
は
専
門
の
物
理
中
白

，
桔
品
a
と
い
う
こ
ル
あ
ら
、
「
く
り

か
え
し
文
田
」
に
興
味
章
も
っ
て
い
た
。

掌
術
講
薗
ゼ
匝
凹
函
館
白
書
駒
秒
使
う

乙
と
か
多
い
が
、
ふ
つ
・
つ
の
庫
献
で
の

り
と
安

A
t作
る
正
西
躍
は
も
ち

運
び
に
不
恒
な
の
で
、
折
り
紙
者
併
っ

D 

前
章
す
ま
ぜ
、
岨
な
同
中
、
あ
あ
で
も
桶
桔
夫
人
、
聞
に
先
生
有
名
向
朽
ち
な

な
い
こ
う
で
も
な
い
と
考
え
る
。
忙
し
く
長
阜
、
，
予
定
自
主
溜
'
だ
之
暑

い
仕
見
先
生
は
も
っ
ぱ
ら
電
車
の
申
中
う
だ
1

秒
使
会
り
し
い
。
そ
し
亡
夕
食
世
.

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
団
ら
ん
の
ひ
と
と

奪

い

合

い

に

な

る

亀
+
議
立
ア
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
拍
き
れ

い

立

チ

ラ

シ

ま
る
。
同
や
ら
、
剛
〈
N
~
け
者
タ
タ
マ

が
痛
い
ヰ
つ
な
見
が
す
る
叫
い
い
え
、
事
」
尭
師
捕
っ
て
こ
り
匝
だ
モ
う

ち
っ

P
E
f」
ル
満
枝
夫
人
は
間
ら
か
で
、
醐
昧
を
陣
っ
と
惜
底
的
。
も
っ
と

そ
四
も
の
。
「
モ
ん
な
む
ず
か
し
い
己
よ
く
飛
ぶ
曲
ヘ

司
と
は
で
し
な
く
一研

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ー
昔
、
女
学
世
兜
が
嘩
ん
だ
。
よ
く
珊
ぶ
か
と
っ
か
は

で
や
つ
が
ど
ら
い
の
世
岡
田
知
晶
で
出
抵
の
闘
も
壊
す
る
。
か
な
り
上
置
の

来
る
己
と
ば
か
り
で
一す
も
の
」
と
は
い
眠
の
方
が
い
い
.
英
字
の
宰
市
眠
、
ち

っ
て
も
、
世
学
四
時
間
と
い
え
ば
身
ぶ
ら
し
広
白
台
名
ま
ち
圃

F
r
i.い
い

る
い
が
し
テ
車
購
と
同
時
に
害
れ
い
に
抵
の
広
宙
加
入
っ
て
い
る
と
圭
警
の
争

忘
れ
た
、
と
い
う
人
が
多
い
の
に

i
l・
車
眠
B

こ
ん
な
己
売
附
彩
見
て
回
入
の

。
る

の
折
も
ら
る
か
い
で
て
ん
ナ
た
づ

た
名

り

と

折
醐

倒
壊

た

r-1

4
6
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健康で畳ヵ常生活1:"良‘食生活念、日i膏製検1:"1蜘年の創業

以来、つねtこ品質の保証・向上に万全を期Uょ駆晶をお届けして草ま

した.少しのまちがいも許きれい喰品川L総合的基礎研究に立9

t最新鋭設備を駆使L、厳しい品質管理が必要で札い土日清製紛

グループ11， 総合食品メーカーtして、 事制こ量かな量生活の実現

をすすめτいますL皆さまの信頼におこたえする、責任ある担品を絶え

ずお届リL，理想的食生活の環境づ仰に、いっそうの努力を続リますL

昭和お年調16-5丹羽目まで白期間中じ

東芝F タトエアョンをお買上げの方に

〈本企ff>ス宮沢一世匂グ~墨し刷fl~.

一毒性世一宮町⑫日講製粉

日清嗣糾・自粛竃謹t!，q--B摘ぺ..，トァード・日摘/，6-日調子~..日調ヂトシー~-.晶・可7.?-ーマ向日ニ・日摘仕学・日珊担藁・自粛正ンシ・ニ7・1，'7..

-1皇位自動画園、署長U安眠回路
ポタン1つで怯遍l>~自動コントロール.もも

あん、パワーセーブ槽摘も同時に作動Lます.

.プルーロータリーで曲.よい冷房障カ
14年自の実輔副鞠悟る高性能〈本tPlf)
プルーロータ"一.助率品・実力倉時揮します.・2温舎デジタル寝示
置示窓に〈勺きり臨み&れる現在の室温.きめ

闘かな室温圃簡をするのにt.1.:~、へん便利.

ー包ーフ---

省エオJレギーの夏。東芝の「木か川は
パワーセーブで込姉、えします;
怠逮冷房で暑いお部屋をサフt冷やす.はEよ〈冷えるt舵
力をおさえた快適冷房に自動切換え.電気を上手に使ラパ

ワーセーブ."線用した東芝の〈本州ηで'~.j量一本の?;..-:タ

ッチ織作τ事官村両曹電力量を約5-10%惜佐比}おきえますL
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)
一
一
身
障
者
の
足
が
わ
り
と
な
っ
て
活
樋

何
立
し
て
い
る
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
プ
が
で
き
て

団
約
三
年
。
い
ま
、
普
通
箪
の
ロ
ン
グ
ボ

一
デ
ィ
護
良
し
て
、
車
イ
ス
が
二
台
繁

一
れ
る
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
プ
は
、
全
国
に
三

一二
二
台
。
身
障
者
の
社
会
案
、
謹

一
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
が
、
実
際

「
司
舗
内

M
-
q
M
A
M
-

〈金曜日〉

見で/ボクたちのつくった
身障者の足@開発ZERtj

昭和55年 6月 20日

and-Hind-nu・月
i
」

ま
い
て
や
り
ま
し
ょ
う。

し

握

っ

て

み

て

、

ま

だ

ま

喜

良

す

べ

一

外

球

根

を

太

ら

せ

る

コ

ツ

は

、

蓄

に

き

点

が

あ

る

と

、

監

禁

ラ

ン

テ

ィ

一

市

遣

を

し

て

や

る

乙

と

と

、

委

員

ア
連
絡
協
議
会
と
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
プ
の
一

樹

っ
た

警

秋

に

な

っ
イ
資
先
で
〈

修

理

に

あ

た

っ

て

い

る

光

業

自

動

車

隊

一

の

る

ま

で

絶

対

に

切

っ
て
し
ま
ね
な
い
乙

そ

悌

(

株

)

封

書

わ

せ

て

「

ミ

ニ

ハ

一

、

と

宍

切

り

花

を

す

る

レ

E、
震

ン
デ
ィ
キ
ャ
プ
開
発
Z
E
R
O」
秒
作
一

れ

三
校
は
葉
を
残
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

り
あ
げ
た
。

一

時

鉢

値

え

に

す

る

場

合

は

、

五

，

、

六

号

精

一
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
#
渠
と
、
ラ
ン
に
鉢
に
=
一
獄
く
ら
い
か
よ
く
、
値
え
る
深

車

を

改

良

す

る

に

当

っ

て

打

ち

出

さ

タ

e一
似
た
美
し
い
花
を
列
状
に
つ
け
る
グ
ラ
さ
は
程
ま
り
浅
く
し
ま
す
。
ま
た

れ
た
大
き
な
テ
l
マ
は
①
従
来
の
ハ
ン

イ

あ
一
ジ
オ
ラ
ス
は
、
ダ
リ
ア
や
カ
ン
ナ
と
並
値
え
る
深
さ
宇
録
根
C
と
に
変
え
る

デ
ィ
キ
ャ
プ
よ
り
も
っ
と
小
型
;

車
が
一
ん
主
の
球
根
を
代
表
す
る
手
。

と
、
花
期
手
ら
せ
て
楽
し
む
こ
主

。
台
一

ま
い
道
で
も
走
れ
、

戸
口
ま
で
入
れ
る

部
寝
一
花
の
色
も
非
常
に
多
く
ブ
ル
!
と
黒
で
き
ま
す
。

車
は
作
れ
な
い
か
。
②

響

、

縫

室

内
る
玄
く
と
す
べ
て

2
2
5い
わ

病

気

は
、
モ
ザ
イ
ク
病
に
か
か
り
ゃ

の
き

一
ー

の
か
か
ら
な
い
車
究
③
家
族
引
品
購
入

そ
で

一
れ
る
ほ
ど
宍
花
績
に
、
切
り
花
に
ま
す
い
。
乙
れ
に
か
か
る
と
業
に
濃
淡
の

で

き

る

よ

う

な

震

の

も

の

は

作

れ

な

③

の
妄
値
え
で
楽
し
む
ζ
と
も
で
き
ま
モ
ザ
イ
ク
斑
が
表
わ
れ
る
だ
け
で
な

い
か
、
だ
っ
た
。

一す
。

く

、
花
に
私
選
』
た
な
い
絞
り
が
出
て
萎

乙

の

三

点

者

続

足

さ

せ

る

た

め

に

、

一

憶

え

時

は

一

般

的

に

は

四

l
五
月
だ
縮
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
性
の

経
四
輪
車
(
ス
バ
ル
サ
ン
パ

1
0
笥

士

一

だ

が

、

六

月

末

ま

で

に

値

え

れ

ば

十

分

病

気

な

の

で

、
見
つ
け
し
だ
い
抜
き
と

重
工
業
)
が
使
わ
れ
「
今
後
も
改
良
の

一に
花
を
咲
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

っ
て
し
ま
う
よ
う
よ
り
、
ほ
か
伝
干
は

手

を

加

え

る

余

地

は

あ

る

が

、

ほ

ぼ

希

一

グ

ラ

ジ

オ

ラ

ス

作

り

で

)
番
大
切
な
あ
り
ま
ぜ
ん
。

望
伊
漏
せ
る
も
の
に
な
っ
た
」
と
し
て
、

一乙
と
は
、
日
当
り
の
い
い
場
所
に
値
え
ま
た
、
葉
を
枯
ら
す
葉
佑
病
、
斑
点

れ
れ
れ
幻
点
目
野

地
域
と
町
工
場
の
連
携
で

一
目
前
ド
は
い
れ
河
口
仁
何
十
は
立
品
持
は

つ
ど
い
と
が
行
わ
れ
た
。

ι!

一
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
値
え
つ
け
間
隔
ン
剤
や
ベ
ン
レ
l
ト
剤
を
散
布
す
る
と

で
ん
で
ん
む
し
の
マ
l
ク
を
つ
け
た
一
寝
た
ま
ま
の
人
の
た
め
に
、
ベ
ッ
ト
状
一
改
良
の
た
め
た
新
し
い
自
動
車
を
購
一
め
の
協
会
設
立
を
準
備
し
て
い
ま
す
」
一
は
十
二
3
十
五
待
、
深
さ
も
同
じ
く
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。

品
開
色
の
ミ
ニ
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
プ
の
試
作
一
に
も
で
き
る
と
い
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
一
入
し
て
協
力
し
た
光
業
自
動
車
の
天
野
一
と
、
会
の
士
宮
歩
説
明
し
「
地
域
の
運
一
い
に
し
、
元
肥
と
し
ず
潅
肥
少
量
木
灰
虫
容
は
ハ
ダ
ニ
、
ワ
ン
カ
が
大
敵
。

単
は
、
鹿
街
の
路
地
か
ら
路
地
へ
簡
飴
一
い
る
。

一
社
長
は

「
ま
だ
完
全
と
は
一亭
え
な
い
。
一
動
依
と
町
工
場
の
中
か
生
妄
れ
て
き
矛
勉
1
〉
ま
す
。
芽
が
出
そ
ろ
っ
た
頃
と
、
ハ
ダ
ニ
駆
除
に
は
カ
ル
ホ
ス
乳
剤
か
殺

に
入
っ
℃
行
け
そ
う
な
く
ら
い
ミ
一
一
。
一
身
障
者
包
直
前
さ
ん
は
試
乗
し
た
忠
一
今
後
も
阜
世
使
う
人
達
と
相
談
し
な
が
一
た
ミ
ニ
キ
ャ
プ
を
、
よ
り
多
く
の
人
々

一た
け
が
三
十
待
ほ
ど
伸
び
た
井
達
、
追
ダ
ニ
剤
を
、
ウ
ン
カ
に
は
ス
ミ
チ
オ
ン

四
人
乗
り
の
軽
自
動
車
だ
が
ド
ア
は
前
一
想
を

「世
田
谷
に
も
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
プ
一
ら
、
飯
低
の
コ
ス
ト
で
や
れ
る
よ
っ
努
一
と
し
丈
領
祉
を
高
め
る
足
が
か
り
に
一
肥
と
し
て
化
成
肥
斜
を
与
え
、
花
が
終
剤
を
散
布
し
ま
す
。

席
・
後
郎
の
左
右
に
各
二
つ
づ
っ
。
後
一
運
転
の
ポ
ラ
ン
号
ィ
ア
の
方
極
量
し
一
力
し
た
い
」
と
語
る
。

一
し
た
い
。
決
し
イ
虎
来
の
ハ
ン
デ
ィ
ギ

一わ
っ
た
直
後
に
も
草
木
灰
を
た
っ
ぷ
り

ろ
に
一
つ
久
五
つ
も
あ
る
。
閉
イ
ス
一
て
も
ら
っ
て
い
る
が
車
が
大
き
い
乙
と

一
生
産
に
は
富
士
重
工
が
あ
た
り
、
冷
一
ャ
プ
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
使
う

一

'

1
1
a
l
f
i
l
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
J

の
ま
ま
乗
る
時
は
、
車
体
の
下
に
絡
納
一
も
あ
っ
て
、
運
伝
者
が
少
な
い
し
、
小
一
両
や
事
故
孫
と
に
つ
い
て
、
た
だ
今
実
一
身
に
な
っ
て
改
良
を
し
て
い
き
た
い
。

一

~

一

一

し
で
あ
る
ス
ロ

i
プ

Zす
と
乗
り
下
一
ま
わ
り
が
き
か
な
い
の
で
戸
口
か
ら
戸
一
験
中
。
第
一
号
は
七
月
初
旬
に
完
成
す
さ
れ
を
体
験
に
、
地
域
の
中
で
技
術
を
こ

ス

一

円

υ
l
l
!

と

一

り
も
簡
単
。
ス
ロ
ー
プ
は
従
来
の
も
の
一

υへ
と
は
い
か
な
い
。
だ
か
ら
病
院
や
一
る
予
定
だ
と
い
う
。

一
待
つ
人
た
ち
幸
喜
ん
で
、
運
動
の

二

ラ

一

7
J
M
l動
可

時

間

一

よ
り
グ
ン
と
経
理
さ
れ
て
い
る
。
主
映
画
を
観
た
い
と
思
っ
て
も
気
軽
に
使
一
こ
の
雪
毒
し
た
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
輸
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
皐
宮
。

二

オ

一

ウ

ー

ι-型
船

府

不

一

内
中
央
に
は
タ
l
ン
テ
ー
ブ
ル
が
つ
ぃ
一
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
ミ
ニ
ハ
ン
デ
ィ

一
テ
ィ

l
協

会

長

替

案

提

章

一

一

九

八

一

定

震

障

害

者

宅

テ

二

ジ

一

'
7
Q
J
E
b品
川

一

て
い
る
の
で
車
イ
ス
の
方
向
富
富
一
キ
ャ
プ
だ
と
軽
免
許
で
い
い
し
、
量

一
「
ミ
一
一
ハ
ン
デ
ィ
ギ
ャ
プ
を
ベ
l
ス
戸
、
一

l
マ
は
「
完
全
患
と
平
等
」

。
乙

っ

二

ラ

一

か

い

小

一

越

長

い

が

一

在
に
動
か
す
ζ
と
が
で
き
る
。
室
主
の
士
憧
え
そ
う
。
身
障
者
完
の
一
控
室
一
ヒ
ュ
ー
マ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
普
及
と
一
し
た
運
動
展
開
に
ミ
ニ
ハ
ン
デ
ィ
ギ
ャ
一
一

、

、

一

月

も

川

ト
ト
山
竹
山

U
-
d
i
-
-

誌
に
凶
定
ベ
ル
ト
年
す
り
が
つ
け

一
審

加

が

mえ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
一
地
域
橿
祉
の
向
上
運
動
、
ハ
ン
デ
ィ
を
一
ブ
は
大
い
に
役
立
つ
ぎ
れ
る
に
違
い
こ
!

一

p

h

F

ら
れ
た
こ
と
。

一か
。
家
庭
毒
つ
こ
と
も

第
一一一ー晶

号
七
月
に
完
成

ー
便
利
な
ミ
ニ
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
ー

(第三種郵便物腿可)第 607号

七
年
半
の
結
婚
生
活
に
ピ
リ
オ
ド

を
打
っ
た
三
沢
あ
け
み
が
、
紋
謡
界

に
カ
ム
バ
ッ
ク
し
て
九
ヵ
弓

言
う

ま
で
も
な
い
が
、
ど
の
世
界
で
も
カ

ム
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と

だ
。
ま
し
て
八
気
商
売
の
拡
幅
醐
界
で

あ
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
。
だ
が
三

沢
あ
け
み
は
日
見
事
に
、
そ
の
難
業
を

成
し
と
げ
、
さ
ら
に
大
き
く
矧
ぽ
う

と
し
て
い
る
。

時
は
彼
皮
の
上
を
素
通
り
す
る
の

か
、
白
く
き
め
細
か
い
肌
も
、
黒
く

キ
ラ
キ
ラ
光
る
自
の
婿
会
も
デ
ビ
ュ

ー
当
時
の
ま
ま
o

以
前
介
ち
ょ
っ
ぴ

り
違
う
と
乙
ろ
は
、
寵
つ
や
，
告
気
で

そ
れ
だ
け
で
歌
と
い
・
つ
も
の
は
ヒ
ッ

ト
す
る
も
の
で
は
な
い
。

「
一
日
の

睡
眠
時
間
は
五
時
間
も
あ
れ
ば
い
い

方
」
の
き
繋
が
示
す
と
う
り
、
新
人

以
上
に
厳
し
い
プ
ロ
モ
ー
ト
作
戦
が

展
開
さ
れ
、
そ
れ
を
先
頭
に
立
っ
て

や
っ
て
来
た
彼
女
の
血
の
に
じ
む
よ

ムスけソ
、通'lw し新

マ
Qて

ふ
JAλ 

の
大
ヒ
ッ
ト
で
あ
る
。

折
し
も
演
歌
は
復
興
ム
1
ド
。
離

婚
か
ら
再
デ
ビ
ュ
ー
、
芸
能
生
活
二

十
周
年
(
歌
手
は
十
七
年
)
と
、
機

に
恵
ま
れ
、
話
題
も
豊
富
。
そ
ん
な

こ
と
で
マ
ス
コ
ミ
に
乗
り
や
す
か
っ

た
こ
と
は
再
め
な
い
だ
ろ
っ
。
が、

二弾目「恋しくて」

掛

Mm

滋
F
九日

少、

~ 

う
な
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

'υv 

「
と
に
か
く
、
去
年
は
三
沢
あ
け

み
の
復
活
の
年
と
思
っ
て
無
我
夢
中

で
や
っ
て
来
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の

暖
い
応
後
で
、
な
ん
と
か
長
い
聞
の

ブ
ラ
ン
ク
を
埋
め
る
乙
と
が
で
き
、

雨
は
鮮
や
か
な
色
が
好
き

年
齢
に
応
じ
て
メ
イ
ク
を

侮
雨
は
う
っ
と
う
し
い
も
の
と
思
い

込
ん
で
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
、
な

が
雨
や
泰
山
木
は
花
堕
ち
ず
久
'K

と
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
雨
の
中
で
ひ
っ

そ
り
と
咲
く
花
の
風
情
は
、
侮
雨
な
ら

で
は
の
も
の
。
私
た
ち
も
季
節
と
の
調

和
を
意
識
し
、
侮
問
な
ら
で
は
の
お
し

ゃ
れ
を
楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。

。
梅
雨
空
の
色
を
利
用

雨
雲
深
く
た
ち
乙
め
る
灰
色
の
空

感
謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
、

疲
れ
さ
え
見
せ
ず
謙
虚
に
語
る

三

沢
。
こ
う
し
た
人
間
性
の
良
さ
が
、

人
に
好
か
れ
る
大
き
な
要
因
で
も
あ

る
。
お
か
げ
で
フ
ァ
ン
は
長
い
。
一

月
の
浅
草
国
際
劇
場
の
リ
サ
イ
タ
ル

は
立
見
が
出
る
ほ
ど
毎
回
超
備
員
。

て
』
で
、
三
沢
節
も
、
演
歌
の
匂
い

さ
え
し
な
い
三
速
の
リ
ズ
ム
の
自
に

挑
戦
し
た
の
だ
。
狙
い
は
、
従
来
の

演
歌
・
三
沢
フ
ァ
ン
の
枠
を
拡
げ
、

新
し
い
フ
ァ
ン
#τ
棄
せ
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
が
、
驚
い
た
の
は
従
来
か

ら
の
フ
ァ
ン
。
新
鮮
な
感
じ
が
し
て

い
い
と
い
う
組
と
、
三
沢
節
が
な
い

の
が
淋
し
い
と
い
う
組
に
分
れ
た
。

「
今
年
は
飛
躍
の
年
に
、
と
思
う

気
持
が
新
し
い
歌
に
私
伊
チ
ャ
レ
ン

ジ
さ
ぜ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

彼
女
に
取
っ
て
も
大
き
な

H

賭

炉
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
の
賭
け
は

見
事
に
的
中
し
た
よ
う
だ
。
新
し
い

フ
ァ
ン
を
着
実
に
拳
芸
』
込
み
な
が

ら
、
『恋
し
く
て
』
は
巷
伝
縫
透
し
、

広
が
っ
て
い
る
。
念
願
の
年
末
の
各

賞
へ
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
も
、
N
H
K
の

紅
'
最
合
戦
の
出
場
も
夢
選
な
い

勢
い
だ
。

い
ま
、
五
月
十
八
日
の
福
岡

・九

電
体
育
館
秒
反
切
り
に
十
一
月
の
東

京
ま
で
、
大
阪
、
名
古
屋
、
札
幌
な

ど
五
ヵ
所
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
予
定

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

「芸
能
界
の
こ

ぼ
れ
話
を
ユ
ニ
ー
ク
忍
男
性
ゲ
ス
ト

を
抱
い
て
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
、
私
の

昧
を
出
せ
る
番
組
に
」
と
い
う
初
の

;;~:日

離
婚
を
喜
ぶ
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
オ

ラ
が
あ
け
み
ち
ゃ
ん
」
が
帰
っ
て
来

た
こ
と
に
、
満
面
の
笑
み
学
浮
べ
て

フ
ァ
ン
た
ち
は
迎
え
た
。
そ
し
て
互

い
に
三
沢
節
の
健
在
を
確
め
あ
っ

た
。そ
の
彼
女
出
一
弾
自
の

『恋
し
く

。
雨
の
日
の
箆
苦
し
い
気
分
の
原
因

は
こ
れ
、
と
考
え
る
人
も
多
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
灰
色
娃
主
て
の
色
彩
を

よ
り
美
し
く
見
ぜ
る
効
果
の
あ
る
無
彩

色
。服
地
の
色
選
ぴ
歩
}
す
る
と
き
な
ど
、

グ
レ
ー
を
パ
ッ
ク
に
す
る
と
、
色
昧
が

よ
く
わ
か
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
乙
の
侮

雨
空
の
自
然
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
利
用
せ

ず
に
は
、
お
し
ゃ
れ
上
手
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
色
に
つ
い
ず
蘭
心
が
強
い
フ
ラ
ン
ス

女
性
は
、
袋
一
本
買
う
と
金
も
、
恥事
E

デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
(
ラ
ジ
オ
関

策
・
毎
週
日
隅
午
後
五
時
三
十
分
1

六
時
)

『三
沢
あ
け
み
の
恋
し
く

て
』
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

い
ろ
ん
な
初
体
験
に
挑
戦
し
な
が

ら
一
方
、
趣
味
の
ウ
デ
を
生
か
し
た

水
墨
画
の
個
展
を
両
聞
き
、
売
り
上
げ

す
べ
て
を
交
通
遺
児
の
た
め
の

『明

美
ち
ゃ
ん
基
畠
に
寄
付
す
る
な

ど
、
人
間
と
し
て
の
優
?
当
」
を
も
忘

れ
な
い
歌
手
だ
。

「
い
ま
ま
で
は
演
歌
H
H

涙
的
に
悲

し
い
顔
し
ず
荻
っ
て
来
か
ほ
ど
、
鰻
-

近
や
っ
と
演
歌
歌
手
と
は
!
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
か
け
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
心
で
歌
う
:

聴
い
て
く
だ
さ
る
方
の

一
人
一
人
の

心
の
ヒ
ダ
に
語
り
か
け
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
歌
手
を
告
c
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

自
分
自
身
で
挙
ん
だ
人
生
・
-e
そ
の

手
む
え
の
確
か
さ
を
噛
み
し
め
て
い

る
と
い
う
表
情
。

「結
婚
生
活
よ
り
歌
9
選
ん
だ
私

で
す
か
ら
も
う
結
婚
は
し
た
く
な

い
。
で
私
恋
人
は
欲
し
い
で
す
ね
」

と
明
る
く
笑
う
彼
女
。
今
の
と
乙
ろ

男
性
よ
り
歌
の
方
が
「
恋
し
く
て
」

と
い
う
心
境
と
み
た
。

。
国
許
は
鮮
や
か
に

色
へ
の
ζ
だ
わ
り
も
、
若
い
人
と
中

年
の
人
で
は
や
や
違
い
が
あ
り
ま
す
。

若
い
人
は
膚
の
色
が
健
康
的
で
、
生
き

生
き
と
張
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
何
色

P
5
口
わ
せ
て
も
美
し
く
映
え
ま
す
が
、

中
年
女
性
の
色
は
、
曇
り
空
で
一
層
く

す
み
が
ち
に
。

中
年
女
件
の
雨
の
日
の
お
し
ゃ
れ

は
、
膚
色
を
美
し
く
見
せ
る
色
、
つ
ま

り
明
る
い
色
を
ポ
イ
ン
ト
に
し
ま
す
。

ま
た
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
傘
な
ど
の
色

使
い
も
大
切
で
す
が
、
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

に
も

一
工
夫
必
要
で
す
。

や
や
明
る
め
の
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

を
塗
り
、
ほ
ほ
紅
も
い
っ
ち
よ
り
少
し

多
め
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
ポ
イ

ン
ト
は
口
一冗
。
鮮
や
か
な
色
の
口
紅
で

く
っ
き
り
弁
渇
き
、
若
々
し
い
イ
メ
ー

ジ
を
演
出
し
た
い
も
の
で
す
。

〈
〉
水
に
強
い
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を

梅
雨
が
ゅ
う
う
つ
な
原
因
の
一
つ
に

高
温
多
湿
が
あ
り
ま
す
。
特
に
乙
の
夏

は
公
共
料
金
の
値
上
げ
も
あ
り
、
去
年

よ
り
更
に
節
包
が
叫
ば
れ
、
会
社
内
や

包
車
保
と
の
冷
房
も
フ
ル
回
転
と
い
う

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

と
い
う
こ
と
は
、
鐙
問
時
は
、
女
性

に
と
っ
て
は
汗
や
化
佐
く
ず
れ
な
ど
、

美
容
の
大
敵
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
る
と

い
え
ま
す
。
地
下
鉄
や
パ
ス
の
中
は
む

し
暑
い
の
に
、

一
歩
外
に
出
る
と
雨
に

精
れ
膚
寒
い
乙
の
ょ
っ
に
温
度
差
が

激
し
く
、
化
粧
く
ず
れ
し
や
す
い
シ
ー

ズ
ン
に
は
、
汗
や
水
に
強
い
タ
イ
プ
の

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
砂
使
い
、
く
ず
れ

に
く
い
化
粧
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。水
を
使
っ
て
も
使
わ
な
く
て
私
溢
れ

る
自
由
型
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
化

佐
直
し

b
干
軽
に
で
き
使
剰
で
す
。(資

料
提
供
カ
末
ボ
ワ
化
粧
品
)

~ 

午

ちがし斗まっきりクレラッフ。
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4 全国320余底を通じて
日常のお出し入れから
明日のための備えまで

幅広くみなさまのお役に
立たせてし、ただきたしを
願っております二

使って分る品質のちヵミぃ
E'//佳品宜主主選立三主主ど今、クレラップが選ばれています
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、切れがの良さ

ムダができません。

きれいに切れて、


